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〈

人

物

表

〉

 

前
上

ま
え
が
み 

燿 あ
き

大 ひ
ろ 

 
 

 
 

（
２
３
）
建
築
業
の
職
人
。
車
で
走
る
の
が
趣
味 

加
藤

か

と

う 

則 の
り

文 ふ
み 

 
 

 
 

（
６
７
）
タ
ク
シ
ー
運
転
手 

加
藤 

真 ま

貴
子

き

こ 
 

 
 

（
６
７
）
則
文
の
妻 

加
藤 

昇
し
ょ
う

利 り  
 

 
 

（
２
０
）
則
文
の
息
子
。
燿
大
の
後
輩
で
走
り
仲
間 

 

依
田

よ

だ 

准
じ
ゅ
ん

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
０
）
死
体
。
昇
利
の
彼
女 
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１
． 

山
（
夜
） 

道
路
の
照
明
が
差
し
込
む
山
の
中
。 

隠
れ
る
よ
う
に
道
路
の
様
子
を
伺
う
加
藤
真
貴
子
（
６
７
）
。 

そ
の
隣
に
は
加
藤
昇
利
（
２
０

）。

震
え
な
が
ら
、
依
田
准

（
２
０
）
の
死
体
を
抱
え
て
い
る
。 

昇
利 

「
准
ち
ゃ
ん
、
ご
め
ん
。
ご
め
ん…

…

」 
真
貴
子
「
（
昇
利
の
口
を
押
さ
え
）
し
っ
」 

微
か
に
響
く
、
車
の
走
行
音
。 

真
貴
子
と
昇
利
、
依
田
を
道
路
に
押
し
出
す
。 

 

２
． 

燿
大
の
車
・
内
（
夜
） 

前
上
燿
大
（
２
３
）
道
路
脇
を
見
る
。
シ
カ
標
識
が
あ
る
。 

視
線
を
正
面
に
戻
す
。 

黒
い
影
が
飛
び
出
し
て
く
る
。
衝
突
音
。 

燿
大
の
呼
吸
は
荒
い
。 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
外
し
、
身
を
乗
り
出
す
。 

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
越
し
に
道
路
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
。 

 

３
． 

山
沿
い
の
道
路
（
夜
） 

車
の
バ
ン
パ
ー
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
凹
ん
で
い
る
。 

車
の
正
面
に
は
依
田
が
転
が
っ
て
い
る
。 

燿
大
が
車
か
ら
降
り
て
く
る
。 

燿
大 

「
あ
の
。
あ
の
！ 

大
丈
夫
で
す
か
！
」 

依
田
の
反
応
は
な
い
。 

燿
大
は
依
田
の
喉
に
手
を
当
て
る
。 

焦
っ
た
顔
を
し
、
依
田
の
口
元
に
耳
を
近
づ
け
る
。 

そ
し
て
、
よ
ろ
け
る
よ
う
に
離
れ
る
。 

車
体
に
寄
り
か
か
り
、
両
手
で
顔
を
こ
す
る
。
ま
る
で
悪
夢

を
振
り
払
う
よ
う
に
。 

周
囲
を
確
認
し
、
依
田
の
も
と
へ
戻
る
。 

依
田
を
抱
き
上
げ
よ
う
と
す
る
。
だ
が
、
う
ま
く
い
か
な
い
。 

車
の
走
行
音
。 

燿
大
は
、
自
分
が
や
っ
て
き
た
方
向
か
ら
車
の
ラ
イ
ト
が
近

づ
い
て
く
る
の
を
認
め
る
。 
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依
田
を
車
の
影
へ
隠
そ
う
と
す
る
。 

が
、
う
ま
く
い
か
な
い
。 

走
行
音
が
近
く
な
り
、
ラ
イ
ト
が
道
を
照
ら
す
。 

燿
大
、
歯
を
食
い
し
ば
り
、
最
大
の
力
を
出
す
。 

燿
大
の
車
の
横
に
黄
色
の
タ
ク
シ
ー
が
止
ま
る
。 

加
藤
則
文
（
６
７
）
が
声
を
か
け
る
。 

加
藤 

「
お
ぅ
い
。
な
ん
か
あ
っ
た
か
ね
」 

加
藤
は
窓
を
開
け
て
、
様
子
を
伺
っ
て
い
る
。 

燿
大
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
に
両
手
を
つ
い
て
い
る
。 

汗
だ
く
で
、
呼
吸
が
荒
い
。 

依
田
は
車
の
側
面
に
転
が
さ
れ
て
い
る
。 

加
藤
か
ら
は
見
え
な
い
。 

加
藤 

「
故
障
な
ら
手
伝
お
う
か
」 

燿
大 

「
（
ど
も
り
な
が
ら
）
大
丈
夫
で
す
。
ち
ょ
っ
と
鹿
、
鹿
に
ね
」 

燿
大
は
下
を
見
て
、
ぎ
ょ
っ
と
す
る
。 

依
田
の
手
の
ひ
ら
が
覗
い
て
い
る
。 

加
藤 

「
そ
り
ゃ
大
変
だ
。
ど
れ
（
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
手
を
か
け
る
）
」 

燿
大
は
怒
鳴
り
声
で
、 

燿
大 

「
大
丈
夫
で
す
！ 

Ｊ
Ａ
Ｆ
呼
ん
で
る
ん
で
！
」 

足
で
依
田
の
手
を
グ
リ
グ
リ
と
押
し
込
む
。 

加
藤 

「
そ
、
そ
う
か
ぁ
。
な
ん
か
、
悪
か
っ
た
ね
」 

加
藤
の
視
線
は
道
路
へ
。 

道
路
に
異
常
は
な
く
、
血
痕
す
ら
な
い
。 

加
藤 

「
鹿
っ
て…

…

」 

燿
大 

「
（
錯
乱
し
た
よ
う
に
）
あ
い
つ
、
ぶ
つ
か
っ
て
お
き
な
が
ら
逃
げ

た
ん
だ
よ
！ 

あ
ぁ
、
む
か
つ
く
！ 

む
か
つ
く
！
」 

加
藤 

「
さ
、
災
難
だ
っ
た
ね…

…

お
疲
れ
さ
ん
」 

タ
ク
シ
ー
が
去
っ
て
い
く
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
「
２
０

―

２
０

」。 

燿
大
は
大
き
く
息
を
吐
き
だ
す
。 

ト
ラ
ン
ク
を
開
け
、
中
に
あ
る
工
具
を
整
理
す
る
。 

苦
労
し
な
が
ら
、
ト
ラ
ン
ク
に
依
田
を
詰
め
込
む
。 
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４
． 

燿
大
の
車
・
車
内
（
夜
） 

燿
大
の
ス
マ
ホ
に
着
信
。
画
面
に
は
昇
利
の
写
真
。
依
田
と

の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
り
、
依
田
は
ブ
ラ
ン
ド
も
の
の
鞄
を

持
っ
て
い
る
。 

震
え
る
手
で
通
話
ボ
タ
ン
を
押
す
。 

燿
大 

「
あ
、
昇
利
？ 

ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
急
に
用
事
入
っ
ち
ゃ
っ
て

さ
。
え
？ 

お
前
も
か
よ―

―

う
ん
。
ま
た
走
り
に
行
こ
う
な
」 

通
話
を
切
り
、
車
を
走
ら
せ
る
。 

 

５
． 

タ
ク
シ
ー
・
車
内
（
夜
） 

通
話
を
切
る
昇
利
。 

昇
利
は
後
部
座
席
に
お
り
、
真
貴
子
は
助
手
席
に
い
る
。 

真
貴
子
「
あ
な
た
の
先
輩
、
役
に
立
つ
じ
ゃ
な
い
。
い
つ
も
夜
中
に
連
れ
出

し
て
と
か
思
っ
て
た
け
ど
」 

昇
利 

「
燿
大
さ
ん
は…

…

い
い
人
な
ん
だ
よ
」 

真
貴
子
「
と
っ
さ
に
死
体
を
隠
す
よ
う
な
人
が
？
」 

昇
利
は
う
つ
む
い
て
拳
を
握
る
。 

真
貴
子
「
あ
ん
た
も
。
カ
ッ
と
し
て
殺
す
の
は
だ
め
で
し
ょ
」 

 

６
． 

山
沿
い
の
道
（
夜
） タ

ク
シ
ー
が
麓
へ
と
向
か
う
。 

 

７
． 

山
（
夜
） 

山
の
中
奥
深
く
。
道
路
脇
か
ら
伸
び
た
山
岳
古
道
の
果
て
。 

車
の
ラ
イ
ト
が
燿
大
を
照
ら
し
て
い
る
。 

燿
大
は
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
で
地
面
を
掘
っ
て
い
る
。 

な
か
な
か
掘
り
進
め
ら
れ
ず
、
苛
立
っ
た
様
子
。 

車
に
戻
り
、
ト
ラ
ン
ク
の
中
を
物
色
す
る
。 

折
り
畳
み
ノ
コ
ギ
リ
を
見
つ
け
る
。 

ノ
コ
ギ
リ
を
地
面
に
突
き
立
て
る
。
そ
の
ま
ま
土
を
か
き
分

け
る
よ
う
に
し
な
が
ら
、
必
死
に
掘
る
。 

長
い
時
間
を
か
け
、
６
０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
深
さ
ま
で
掘
る
。 

空
は
白
み
始
め
て
い
る
。 

ト
ラ
ン
ク
か
ら
依
田
を
引
き
ず
り
出
す
。 
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穴
に
無
理
矢
理
詰
め
込
も
う
と
す
る
が
入
ら
な
い
。 

ま
だ
掘
ろ
う
と
ノ
コ
ギ
リ
を
手
に
し
、
ハ
ッ
と
す
る
。 

依
田
と
ノ
コ
ギ
リ
を
見
比
べ
る
。 

 

８
． 
道
路
（
早
朝
） 

山
の
麓
に
位
置
す
る
道
路
。
人
の
気
配
も
走
行
車
も
な
い
。 

山
か
ら
の
道
に
対
し
、
赤
色
点
滅
信
号
が
点
灯
し
て
い
る
。 

そ
こ
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
に
小
さ
な
駐
車
場
が
あ
る
。 

駐
車
場
に
は
加
藤
の
タ
ク
シ
ー
が
停
ま
っ
て
い
る
。 

 

９
． 

駐
車
場
（
早
朝
） 

砂
利
を
敷
い
た
だ
け
の
月
極
駐
車
場
。
自
販
機
が
あ
る
。 

タ
ク
シ
ー
か
ら
降
り
る
真
貴
子
。 

加
藤 

「
ま
だ
じ
ゃ
な
い
か
？
」 

加
藤
が
窓
か
ら
顔
を
出
す
。 

加
藤 

「
す
ぐ
降
り
て
こ
な
い
っ
て
こ
と
は
さ
。
死
体
、
隠
し
て
ん
だ
よ
」 

真
貴
子
「
早
く
帰
り
た
い
の
に
」 

山
か
ら
燿
大
の
車
が
下
り
て
く
る
。 

加
藤
は
窓
を
閉
め
、
真
貴
子
が
助
手
席
へ
戻
る
。 

後
部
座
席
に
昇
利
が
い
な
い
。 

真
貴
子
「
待
っ
て
。
あ
の
子
戻
っ
て
な
い
！
」 

 
×

 
×

 
×

 

自
販
機
の
裏
側
。 

昇
利
が
膝
を
抱
え
て
い
る
。 

ド
ア
を
閉
め
る
音
に
気
づ
き
、
顔
を
出
す
。 

山
か
ら
下
り
て
く
る
燿
大
の
車
を
見
て
、
青
ざ
め
る
。 

 

１
０
． 

燿
大
の
車
・
車
内
（
早
朝
） 

燿
大
の
顔
や
手
は
血
で
汚
れ
て
い
る
。 

燿
大
、
駐
車
場
に
止
ま
る
タ
ク
シ
ー
に
気
づ
く
。 

ゆ
っ
く
り
と
駐
車
場
に
近
づ
き
、
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
す
る
。 

 

１
１
． 

駐
車
場
（
早
朝
） 

燿
大
の
車
が
到
着
す
る
。 
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燿
大
は
降
り
よ
う
と
す
る
が
、
血
に
気
づ
い
て
や
め
る
。 

グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
取
り
出

し
、
力
任
せ
に
拭
く
。 

ミ
ラ
ー
で
顔
を
確
認
し
て
か
ら
外
へ
。 

タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
側
の
窓
を
軽
く
叩
く

。」 

加
藤
が
窓
を
半
分
開
け
る
。 

加
藤 

「
ち
ょ
っ
と
な
ん
で
す
か…

…

あ
ぁ
。
鹿
の
」 

燿
大 
「
あ
の
、
す
み
ま
せ
ん
。
あ
と
で
保
険
屋
に
話
す
と
き
に
証
言
し
て

も
ら
お
う
か
な
っ
て…

…

（
真
貴
子
に
気
が
付
い
て
）
あ
れ
、
お

客
さ
ん
？
」 

燿
大
は
後
部
座
席
も
確
認
す
る
。
依
田
の
鞄
が
置
い
て
あ
る
。 

 
×

 
×

 
×

 

ス
マ
ホ
画
面
に
表
示
さ
れ
た
昇
利
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
。 

死
ん
で
い
る
依
田
の
顔
。 

 
×

 
×

 
×

 

燿
大
は
呆
然
と
鞄
を
見
つ
め
て
い
る
。 

真
貴
子
が
怪
訝
そ
う
な
顔
を
す
る
。 

加
藤 

「
や
め
て
く
だ
さ
い
よ
」 

燿
大 

「
俺
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
男
か
、
女
の
子
、
乗
せ
ま
せ
ん
で
し
た
？
」 

加
藤
と
真
貴
子
が
息
を
の
む
。 

サ
イ
レ
ン
音
。
数
台
の
パ
ト
カ
ー
が
向
か
っ
て
き
て
い
る
。 

自
販
機
の
影
か
ら
昇
利
が
顔
を
出
す
。
手
に
は
ス
マ
ホ
が
握

ら
れ
て
い
る
。 

昇
利 

「
燿
大
さ
ん
、
許
し
て…

…

」 

燿
大
、
た
ま
ら
ず
叫
び
だ
す
。
昇
利
に
向
か
お
う
と
す
る
。

す
か
さ
ず
加
藤
が
捕
ま
え
る
。 

パ
ト
カ
ー
が
到
着
し
、
警
官
数
名
が
降
り
て
く
る
。 

警
官
が
燿
大
を
取
り
押
さ
え
る
。 

燿
大
の
怒
声
が
響
く
。 

神
妙
な
面
持
ち
の
加
藤
一
家
。
燿
大
を
憐
れ
む
よ
う
に
見
つ

め
て
い
る
。 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

お
わ
り 


